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基
本
構
想

第
五
次
美
浜
町
総
合
振
興
計
画
を
策
定
し
ま
し
た(

後
編)

　

先
月
号
で
は
、
本
計
画
の
趣
旨
や
、
策
定
体
制
、
更
に
、
具
体
的
な
検
討
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
計
画
で
策
定
し
た
、
町
の
目
指
す
将
来
像
や
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
、
具
体
的
な
政
策
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

基
本
構
想
は
、
基
本
理
念
、
将
来
像
、

6
つ
の
基
本
目
標
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

みんなで 創
つ く

り 絆
つ な

ぎ 集
つ ど

う 美
う ま

し美浜
定住人口
交流人口
活動人口 6 万人

135万人
9,400 人

人
口
目
標(

定
住･

交
流･

活
動
人
口)

　

国
立
社
会
保
障･

人
口
問
題
研
究
所
の

将
来
人
口
推
計
に
よ
る
と
、
平
成
37
年
の

人
口
は
８
，
９
０
２
人
に
ま
で
減
少
す
る

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す(

平
成
27
年
国
勢

調
査
速
報
値
：
９
，
９
１
９
人)

。

　

こ
の
た
め
、
人
口
減
少
を
少
し
で
も
抑

え
る
べ
く
、
子
育
て
支
援
に
よ
る
出
生
数

の
増
加
促
進
や
住
環
境
整
備
に
よ
る
人
口

流
出
の
抑
制
、
更
に
、
観
光
事
業
者
、
農

林
漁
業･

商
工
業
関
係
者
、
住
民
等
、
多

　

基
本
理
念
と
は
、
産
業
や
福
祉
、
防
災

等
、
全
て
の
分
野
で
基
本
と
な
る
、
ま
ち

づ
く
り
の
考
え
方
で
す
。

　

基
本
理
念
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
役

で
あ
る｢

人｣

が
各
分
野
で
育
ま
れ
、
活

躍
し
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
ま
ち
づ
く
り

の
担
い
手
と
な
る
こ
と
、
ま
た
、
人
が
つ

な
が
り
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
誇
る
べ
き

歴
史･

文
化
等
を
守
っ
て
い
く
こ
と
、
更

に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
つ
な
が
り
、
輪
に

な
っ
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
と
と
も
に
、
ず
っ

と
住
ん
で
み
た
い
、
訪
れ
て
み
た
い
と
思

①
基
本
理
念

②
将
来
像

　

将
来
像
は
、町
が
直
面
す
る
課
題
や
基

本
理
念｢

創
つ
く
る｣｢

絆
つ
な
ぐ｣｢

集
つ
ど
う｣

を
踏
ま
え
、

10
年
後
目
指
す
べ
き
町
の
姿
を｢

み
ん
な

で 

創つ
く

り 

絆つ
な

ぎ 

集つ
ど

う 

美う
ま

し
美
浜｣

と
し

ま
し
た
。

人口目標 ( 定住 ･ 交流 ･ 活動人口 )

　

町
で
は
、
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

町
民
を
対
象
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
基
礎
調
査
を
行
い
、
浮
か
び
上
が
っ
て

き
た
課
題
を
基
に
、
住
民
と
行
政
が
協
働

で
計
画
内
容
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
10
年
後
の
町
の
将
来
像
や

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
向
性
と
し
て

基
本
構
想
を
設
定
し
、
こ
の
基
本
構
想
を

　活力ある ｢ ひと ｣ を育て、人材をつくり、地域をつくり、活気あふれる
まちづくりを目指します。

　｢ ひと ｣ がつながり、地域がつながることによって絆が深まり、地域の
伝統 ･ 文化 ･ 自然を次の世代へとつなげるまちづくりを目指します。

　さまざまな交流 ･ 体験を通じて、人々が出会い、交流が生まれ、輪を広げ、
｢ ひと ｣ が集えるにぎわいのあるまちづくりを目指します。

創
つくる

絆
つなぐ

集
つどう

基本理念

③
6
つ
の
基
本
目
標　

　

将
来
像
の
実
現
の
た
め
、
6
つ
の
分
野

ご
と
の
目
標
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
未
来
を
ひ

ら
き
人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
、
健
や
か
で

ぬ
く
も
り
の
あ
る
ま
ち
、
活
気
と
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
ま
ち
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
心

安
ら
ぐ
ま
ち
、快
適
で
安
全
安
心
な
ま
ち
、

皆
で
築
く
協
働
の
ま
ち
と
定
め
ま
し
た
。

将来像

※
社
会
的･

公
益
的
な
活
動
に
よ
り
町
の
活
性

化
に
幅
広
く
寄
与
す
る
人
口

　次代を担う人材育成、豊かな人間性

と社会性、郷土の誇りと愛着心を育む

まちづくり

　健康 ･ 福祉の更なる推進と、　地域

住民で助け合い支え合うまちづくり

　農林水産業や観光 ･ 商工業等の各分

野と連携したまちづくり

　環境負荷の低い持続可能な循環型社

会を目指すまちづくり

　防災 ･ 防犯体制の充実、快適な生活

環境の創造によるまちづくり

　住民を起点とし、住民と行政が役割

分担を明確にしたまちづくり

　

基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
で
示
す｢

6

つ
の
基
本
目
標｣

を
達
成
す
る
た
め
の
具

体
的
な
施
策
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

施
策
に
つ
い
て
は
、
進
捗
状
況
や
社
会

情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ

て
見
直
し
や
改
善
を
行
い
、
適
正
な
進
捗

管
理
を
す
る
こ
と
で
、
計
画
の
実
効
性
を

確
保
し
ま
す
。

基
本
計
画

①生涯学習の推進　

②学校教育の充実　

③社会教育の充実　

①地域福祉の推進

②児童福祉の充実　

③高齢者福祉の充実　

④障がい者 ( 児 ) 福祉の充実　

①農業の振興　

②林業の振興　

③水産業の振興　

④商工業の振興　

①自然環境の保全 ･ 創造

②調和のとれた都市計画の推進

①道路 ･ 交通体系の確立
②水道 ･ 下水道の整備
③町土保全対策の推進
④定住 ･ 空き家対策の推進　
⑤快適な生活環境の推進

①人権尊重への取り組み　

②男女共同参画社会の更なる推進

③国際交流社会の推進　

④地域情報化社会の推進　

①基本理念　②まちの将来像　③ 6 つの基本目標

計画の構成

政策を分野別に体系化、目標指標の設定

具体的な実務事業計画、財源　※別途策定

実施計画 ( 計画期間 3 年、毎年見直し )

様
な
分
野
と
行
政
と
の
連
携
に
よ
り
10

年
後
に
目
指
す
べ
き
人
口
と
し
て
、
定

住
人
口
を
９
，
４
０
０
人
、
交
流
人
口
を

１
３
５
万
人
、
活
動
人
口(

※)

6
万
人

と
設
定
し
ま
し
た
。

え
る
よ
う
な
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
を
目
指
し
、｢

創
つ
く
る｣｢

絆
つ
な
ぐ｣｢

集
つ
ど
う｣

を
基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。

実
現
す
る
た
め
に
実
施
す
る
政
策
を
分
野

別
に
整
理
し
た
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、
基
本
計
画
に
基
づ
く
具
体
的

な
事
業
を
展
開
す
る
た
め
の
実
施
計
画
を

別
途
策
定
し
て
い
ま
す
。

1.｢未来をひらき人と文化を育む まち｣

4.｢ 豊かな自然環境と心安らぐ まち ｣

④生涯スポーツの推進　

⑤町民文化の創造　

⑥歴史文化の伝承　

⑤健康づくりの啓発と推進　

⑥地域医療対策の推進　

⑦医療保険事業の適正な運営　

⑤観光の振興　

⑥産業の連携　

⑦雇用対策の推進　

⑧エネルギー施策と地域振興　

⑥消費者保護対策の推進
⑦交通安全 ･ 防犯対策の推進
⑧防災体制の充実
⑨原子力安全確保対策の推進

⑤住民起点のまちづくりの推進　

⑥健全な行財政運営の推進　

⑦広域的な連携　

基本構想 ･ 基本計画の体系

基本構想

基本計画

基本構想 ( 計画期間 10 年間 )

基本計画 ( 前期と後期 5 年ごとに見直し )

(6 つの基本目標を達成するための具体的な施策 )6 つの基本目標

2.｢ 健やかでぬくもりのある まち ｣

3.｢ 活気とにぎわいのある まち ｣

5.｢ 快適で安全安心な まち ｣

6.｢ みんなで築く協働の まち ｣
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今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

困
難
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
社
会
情
勢
の
変

化
や
町
民
ニ
ー
ズ
等
を
的
確
に
捉
え
、
本
計

画
の
着
実
な
推
進
と
と
も
に
、
町
民
一
人
ひ

と
り
が
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
自
覚
と
連
帯

感
を
持
つ
こ
と
が
、
住
民
起
点
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
第
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
で
、

｢

人
口
減
少
へ
の
対
応｣

が
大
き
な
課
題
で

あ
り
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
づ
く
り
等

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
活
動
に
参
加
し
て
い
く
こ

と
が
地
域
を
支
え
、
町
の
発
展
に
つ
な
が
っ

て
い
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
計
画
策
定
に
ご

協
力
頂
い
た
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
小
さ
な
力
が
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
よ

う
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
多
く
の
住
民
の
皆
様
の
参
画

を
い
た
だ
き
、｢

み
ん
な
で　

創つ
く

り　

絆つ
な

ぎ

　

集つ
ど

う　

美う
ま

し
美
浜｣

を
将
来
像
と
す
る
第

五
次
美
浜
町
総
合
振
興
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

本
町
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
は
急
激

か
つ
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
状
況
を
的
確
に
捉
え
、
柔
軟
に
対
応
す
る

た
め
、
本
計
画
で
は
、
次
の
3
点
に
つ
い
て

配
慮
し
、
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
、

町
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
し
て
活

躍
し
、
人
や
地
域
の
絆
を
深
め
つ
つ
、
交
流

や
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
町
で
は
、本
計
画
を
行
動
指
針
と
し
て
、

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
実
行･

実
現
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
へ

の
積
極
的
な
参
画
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
御
指

導
、
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
多
く
の
皆
様
に

心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
表
し
ま
す
。

第五次美浜町総合振興計画

審議会 会長

北村 晋　さん

美浜町長　山口 治太郎

　

本
計
画
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た｢

協
働
の
ま
ち
づ
く
り｣

を
更
に

推
進
す
る
た
め
、｢

人｣

の
育
成･

発
展
が
、

今
後
の
美
浜
町
を
元
気
に
す
る
源
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
特
に
、
若
者
の
経
済
的
な
安
定

を
図
る
こ
と
は
、結
婚
や
出
産
に
結
び
つ
き
、

地
域
活
性
化
や
人
口
減
少
へ
の
歯
止
め
に
な

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
基
本
理
念｢

創
つ
く
る｣｢

絆
つ
な
ぐ｣｢

集
つ
ど
う｣

か
ら
連
想
さ
れ
ま
す
よ
う
に
、
人
が
起
点
と

な
り
、
個
々
の
力
が
つ
な
が
り
、
集
結
す
る

こ
と
で
、
町
の
に
ぎ
わ
い
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
体
験
学
習
の

更
な
る
充
実
を
図
り
、「
美
浜
ら
し
さ
」、「
美

浜
に
し
か
な
い
も
の
」
を
つ
く
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
今
後
の
町
の
発
展
に
必
要
な
こ
と

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

第五次美浜町総合振興計画

審議会 副会長

政岡 弘子　さん

　

本
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
等
の
基
礎
調
査
に
よ
り
、
幅
広
い

年
齢
層
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ご
意

見
、
ご
提
案
を
頂
け
た
こ
と
で
、
町
の
方
向

性
、
課
題
が
整
理
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、
何

よ
り｢

健
康｣

が
第
一
で
す
。
げ
ん
げ
ん
運

動
を
は
じ
め
、
健
康
づ
く
り
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
ま
れ
る
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
ま
ち
づ
く
り
参

加
へ
の
第
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
行
政
と
住
民

が｢

協
働｣

で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
美
浜

町
に｢

住
ん
で
み
た
い｣｢

住
ん
で
よ
か
っ

た｣

と
実
感
で
き
る
、
そ
ん
な
町
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

第五次美浜町総合振興計画

審議会 副会長

中村 博昭　さん

第五次美浜町総合振興計画の推進による
今後のまちづくりへの思いをインタビューしました

　将来像 ｢ みんなで 創
つく

り 絆
つな

ぎ 集
つど

う 美
うま

し美浜 ｣ を実現するためには、町民の皆さん一人ひとりが美

浜町に何が必要か考え、小さなことでも行動に移すことが必要です。本計画をその指針として、まち

づくりに取り組んでいきましょう。

　本計画の要旨をまとめた ｢ 概要版 ｣ 及び、施策ごとに地域の皆さんがまちづくりを実践するため設

定した ｢ 私たちのできること集 ｣ を 4 月に各戸配布します。

　また、｢ 概要版 ｣｢ 私たちのできること集 ｣ に加え、計画全体についてまとめた ｢ 本編 ｣ は、4 月

に町ホームページに掲載します。

interview

福井県美浜町　第五次美浜町総合振興計画 検 索

■アクセス方法
トップページ→ ｢ 町政情報 ｣ → ｢ 政策 ･ 計画 ｣

｢
住
民
起
点
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て｣

｢

人
の
育
成
に
よ
る

町
の
発
展
に
期
待｣

｢

健
康
づ
く
り
を
通
じ
た

ま
ち
づ
く
り
を｣

｢

町
民
の
皆
様
の
積
極
的
な
参
画

に
よ
り
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
実
行･

実
現
し
て
い
き
ま
す｣

まちづくりへの思い

①
基
本
計
画
を
こ
れ
ま
で
の｢

10
年
計
画｣

か
ら｢

5
年
計
画｣

で
見
直
せ
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。

②
基
本
計
画
で
は
、
施
策
の
ま
と
ま
り
ご
と

に
、
ま
ち
づ
く
り
の
進
捗
や
成
果
を
振
り
返

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
町
民
の
暮
ら
し
に

身
近
な
目
標
や
具
体
的
な
数
値
と
し
て｢

指

標･

目
標｣

を
設
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町

民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
、

協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
で
き
る
計
画
と

す
る
た
め
、｢

私
た
ち
の
で
き
る
こ
と｣

を

定
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
担
う
役
割
を
示
し
て
い

ま
す
。

③
定
住
人
口
、
交
流
人
口
に
加
え
、
新
た
に

｢

活
動
人
口｣

と
い
っ
た
ま
ち
づ
く
り
等
社

会
的･

公
益
的
な
活
動
に
よ
り
町
の
活
性
化

に
幅
広
く
寄
与
す
る
人
口
指
標
を
設
定
し
ま

し
た
。
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社人研推計 美浜町人口ビジョン

平成 52 年平成 47 年平成 42 年平成 37 年平成 32 年平成 27 年平成 22 年
1.5

1.6

1.7

1.8

1.9

2.0

2.1

2.2

2.3

合計特殊出生率

｢ 美浜町人口ビジョン ｣ と
｢ 美浜創生総合戦略 ｣ を策定しました

～いつまでも元気な美浜であるために～

美
浜
町
の
人
口
の
現
状

　

美
浜
町
で
は
、
出
生
数
の
減
少
、
若

年
層
を
中
心
と
し
た
人
口
流
出
等
に
よ

り
人
口
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。
国
立

社
会
保
障･

人
口
問
題
研
究
所(

社
人

研)

の
推
計
で
は
、
昭
和
60
年
の
１
３
，

３
８
４
人
を
ピ
ー
ク
に
、
平
成
22
年
に
は

１
０
，
５
６
０
人
、
平
成
52
年
に
は
、
７
，

１
７
６
人
ま
で
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。

　平成 26 年 5 月、増田寛也元岩手県知事を座長とする民間組織 ｢ 日本創成会
議 ｣ が発表したレポートにおいて、2010 年から 2040 年の間に、若年女性 (20
～ 39 歳 ) の人口が半分以下になる市区町村は 896( 全体の 49.85%) に上り、
こうした自治体を ｢ 消滅可能性都市 ｣ としました。残念ながら美浜町も消滅可
能性都市の 1 つとして挙げられています。
　町では、人口減少を少しでも食い止め、元気な美浜町を維持していくため、
町の人口の現状分析、将来展望等をまとめた ｢ 美浜町人口ビジョン ｣ と、町が
目指す方向性と具体的な対策を定めた ｢ 美浜創生総合戦略 ｣ をそれぞれ策定し
ました。

人
口
分
析
と
課
題

　

町
で
は
、
住
民
の
代
表
者
や
有
識
者
か

ら
な
る
美
浜
創
生
総
合
戦
略
会
議
を
設
置

し
、｢

産･

官･

学･

金･

労･

言｣(

※)

の
幅
広
い
知
見
を
得
な
が
ら
、
町
人
口
の

現
状
に
関
す
る
分
析
を
行
い
、
人
口
減
少

の
根
本
的
な
課
題
を
洗
い
出
し
ま
し
た
。

　

主
な
課
題
は
次
の
と
お
り
で
す
。

｢ 人口が減少するとどうなる？ ｣

・急激な少子高齢化による現役世代の負担増

・労働人口の減少による地域経済の縮小

・後継者不足による産業の衰退

・従業員不足による事業所の廃業や都市への

　移転、それに伴う技術の喪失

・公共サービスの縮小、廃止

・地域文化の喪失

等、さまざまな問題が生じる恐れがあります。

目
指
す
べ
き
町
の
方
向
性

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も

に
、
活
気
あ
る
美
浜
町
の
創
生
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
町
が
持
つ
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
本
町
へ
の
人
の
流
れ
を
創
出
す
る

こ
と
、
本
町
で
若
い
世
代
が
結
婚･

出
産

･

子
育
て
の
希
望
を
叶
え
る
こ
と
が
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
、
高
齢
に
な
っ
て
も
い
き

い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

地
域
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　

｢

美
浜
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン｣

と｢

美
浜

創
生
総
合
戦
略｣

で
は
、
こ
れ
か
ら
の
人

口
問
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
4
つ

の
基
本
目
標
を
掲
げ
、
目
標
に
沿
っ
た
施

策
を
進
め
ま
す
。

目標人口

　　平成 52(2040) 年に

　　総人口 7,900 人を確保

基本目標１
　美浜を活かす ｢ 産業振興 ｣ と ｢ しごと ｣ の創出
基本目標２
　美浜の希望を繋ぐ ｢ ひと ｣ の流れを構築
基本目標３
　美浜の未来を担う「若い世代の結婚」と
　｢ 出産 ･ 子育て ｣ 支援
基本目標４
　美浜を育てる ｢ 地域づくり・地域間連携」と
　「安心な暮らしづくり」

③
転
出
超
過

　

本
町
で
は
、
転
入
数
、
転
出
数
と
も
に

減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、転
出
超
過(

転

出
数
が
転
入
数
を
上
回
る
状
態)

が
ほ
ぼ

一
定
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。
男
女
と

も
に
30
代
以
下
の
世
代
で
転
出
超
過
が
目

立
っ
て
お
り
、
県
外
へ
の
転
出
超
過
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
移
動
の

長
期
的
な
動
向
を
見
る
と
、
10
代
か
ら
20

代
前
半
に
か
け
て
の
転
出
超
過
が
目
立
つ

一
方
で
、
男
性
で
は
20
代
前
半
か
ら
30
代

に
か
け
て
の
転
入
超
過
が
見
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
女
性
は
ど
の
世
代
に
お
い
て
も

転
入
超
過
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

②
若
年
女
性
の
減
少

　

子
ど
も
を
産
む
人
の
ほ
と
ん
ど
が
15
歳

か
ら
39
歳
ま
で
の
女
性
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
若
年
女
性
の
人
数
は
、
出
生
数
に
大

き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
女
性
の
人
口

は
、
昭
和
50
年
は
２
，
０
８
７
人
で
し
た

が
、
既
に
減
少
局
面
に
あ
り
、
そ
の
後

も
減
少
を
続
け
、
平
成
2
年
以
降
は

２
，
０
０
０
人
を
切
り
、
平
成
22
年
に
は

１
，
１
４
７
人
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

①
高
齢
化
の
進
行

　

年
少
人
口(

0
～
14
歳)

や
労
働
力
の
中

心
と
な
る
生
産
年
齢
人
口(

15
～
64
歳)

が

年
々
減
少
す
る
一
方
で
、
老
年
人
口(

65
歳

以
上)

は
増
加
し
て
い
ま
す
。
平
成
7
年
に

は
老
年
人
口
が
年
少
人
口
を
上
回
り
、
平

成
22
年
に
は
、
老
年
人
口
が
年
少
人
口
の

約
2
．
5
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
率

も
年
々
上
昇
し
、
平
成
22
年
に
は
29
．
2
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
生
産
年
齢

人
口
約
2
人
で
1
人
の
老
年
人
口
を
支
え

る
と
い
う
計
算
に
な
り
ま
す
。　

10,560

10,004
9,668

9,337
8,868

8,391

7,904

9,456

8,902

8,328

7,753

7,1761.63

1.87

2.11 2.15
2.19

■町の方向性

(

※)

産
業
界･

行
政
機
関･

教
育･

金
融･

労

働
団
体･

メ
デ
ィ
ア

6000

9000

12000

15000

平成 52 年平成 47 年平成 42 年平成 37 年平成 32 年平成 27 年平成 22 年平成 17 年平成 12 年平成 7年平成 2年昭和 60 年昭和 55 年

13,036
13,384 13,222

12,362

11,630
11,023

10,563
10,004

9,456
8,902

8,328
7,753

7,176

( 人 )

・基本目標に沿った施策

・合計特殊出生率を 2.19 まで引き上げ

・今後 10 年間で新規に 340 人転入

※昭和 55 年～平成 22 年は国勢調査、平成 27 年～平成 52 年は社人研推計の値

( 人 )　

こ
の
よ
う
に
、
自
然
動
態
と
社
会
動
態

を
改
善
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
平
成
52
年

の
人
口
７
，
９
０
０
人
を
確
保
し
ま
す
。

②
社
会
動
態(

転
入
と
転
出
に
よ
る
人
口

の
動
き)

に
関
す
る
仮
定

　

今
後
の
社
会
移
動
に
つ
い
て
、
平
成
32

年
ま
で
増
減
が
な
い
も
の
と
し
、
平
成
32

年
以
降
は
現
時
点
の
移
動
率
の
半
分
程
度

を
維
持
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
ま
た
、
工

業
団
地
及
び
住
宅
団
地
の
整
備
に
よ
り
、

今
後
5
年
間
で
１
９
０
人
、
今
後
10
年
間

で
３
４
０
人
の
転
入
が
あ
る
も
の
と
し
ま

す
。

①
自
然
動
態(

出
生
と
死
亡
に
よ
る
人
口

の
動
き)

に
関
す
る
仮
定

　

本
町
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
平
成
20

年
～
平
成
24
年
で
１
．
６
３
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
、平
成
42
年
に
２
．１
１(

国

の
増
加
比
率
と
同
程
度)

、
平
成
52
年
に

２
．
１
９(

美
浜
町
希
望
出
生
率)

ま
で

引
き
上
げ
る
も
の
と
し
ま
す
。

町
の
人
口
の
将
来
展
望

　

基
本
目
標
に
沿
っ
て
適
切
に
対
策
を
進

め
る
こ
と
を
前
提
に
、
次
の
仮
定
の
も

と
、
本
町
の
将
来
人
口
の
規
模
を
展
望
し

ま
す
。
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①誘客拡大戦略
・四季を通じた自然体験観光事業
・“みはま”トライアングルサミット事業
・ビジターズビューロー設立 ･ 運営支援事業
・スマホ等対応観光アプリの開発 ( 外国人向け含む )
・国内外の誘客プロモーション活動の推進
・地方創生拠点となる ｢ 道の駅 ｣ の整備
②舞鶴若狭自動車道を活かした産業の振興
・若狭美浜インター産業団地のロケーションを活かした　
　企業誘致の推進
③美浜ブランドの農林水産物による経済規模の拡大
・｢ 熟成魚場福井県美浜町 ｣ を拠点とした都内での情報発信
・みはまナビフェス事業 ( 産業部門 )
・へしこクールジャパン事業 ( へしこの全国展開 )
④既存産業の育成
・町内の中小企業への支援
　( 町民雇用や消防団員のいる企業への支援 )
・ビジネスマッチングの助成事業
・金融機関との調整会議実施事業
・農業基本計画の推進
⑤強力な創業支援体制の構築
・産官学金連携によるワンストップ創業支援窓口の創設

①都市部からの移住・定住の促進

・空き家対策の推進

・移住者に対する持ち家支援制度の整備

・移住者受け入れ体制の構築

  ( 地域における啓発事業 )

・地元学生の定住促進と学生Ｕターンの促進

・多世帯同居、近居の支援

・美浜東『美
うま

し野
の

』ニュータウンの分譲推進

・美浜ファンづくり ( 町出身者のネットワーク化 )

②都市部の若者等との交流促進

・｢ はあとふる体験 ｣ の充実による都市部若者との交流

・スポーツ ･ 文化合宿助成事業

・美浜町エネルギー環境教育体験施設 ( 仮称 ) を利用し

　た次世代層の教育の推進

①結婚 ･ 出産支援

・ときめき出会いサポート事業

・男女のスキルアップ研修事業

・｢ 縁
え ん む す び

結美 ｣ プロモーション事業

・｢ ライフプランのしおり ｣ 配布事業

②魅力ある子育て環境づくり

・3 人っ子世帯応援事業

・美浜町放課後児童クラブ事業

・なびあす文化事業

・遊具の充実した公園の整備

・確かな学力が身に付くきめ細かな学校教育と特色

  ある教育の推進

③ワークライフバランスの推進

・男女共同参画推進事業

・産休・育休制度の推奨

①アクティブシニアの活躍する社会

・多世代交流事業

・外出支援サービス事業

②心と身体の健康づくり

・｢ げんげん運動 ｣ を柱とした健康増進対策の推進

③安全なまちづくりの推進

・自主防災組織整備事業

④小さな拠点づくり

・公共交通網の見直し

・小さな拠点モデル地区づくり

・協働のまちづくり推進事業

・ICT を活用したまちづくりの推進

⑤嶺南地域における新たな広域連携の推進

・広域事務の実施に向けた具体的な検討

・事務連携の調査研究

美浜を活かす ｢ 産業振興 ｣ と ｢ しごと ｣ の創出
基本目標 2
美浜の希望を繋ぐ ｢ ひと ｣ の流れを構築

基本目標 3
美浜の未来を担う ｢ 若い世代の結婚 ｣ と
｢ 出産 ･ 子育て ｣ 支援

基本目標 4
美浜を育てる ｢ 地域づくり ･ 地域間連携 ｣ と
｢ 安心な暮らしづくり ｣

　この度は、多くの町

民の皆様、さまざまな

分野の皆様のご協力を

得 て、｢ 美 浜 町 人 口 ビ

ジョン ｣ と ｢ 美浜創生

総合戦略 ｣ を策定しま

した。

　町が直面する人口減

少は、社会や経済等の

さまざまな要因が絡み

合って生じるものであ

り、歯止めをかけることは大きな困難を伴います。

しかし、皆様からの幅広いご意見と、詳細な町の人

口分析 ｢ 美浜町人口ビジョン ｣ に裏打ちされた ｢ 美

浜創生総合戦略 ｣ を着実に進めることにより、効果

的な対策を講じることができます。

　美浜町が何十年経っても人で賑わう豊かな町でい

られるように、また、先人から受け継いできた自然

や伝統、文化等をこれからも守り続けるために、本

戦略に示した各種施策に取り組んで参ります。

　終わりに、人口ビジョン及び総合戦略の策定にあ

たりまして、熱心にご審議いただきました美浜総合

戦略会議委員の皆様をはじめ、貴重なご意見やご提

言をいただきました多くの方々に心からお礼を申し

上げます。

美浜創生総合戦略会議 会長

軍場　保幸 さん

美浜町長

山口　治太郎

基本目標１

基本目標に基づく実施施策

　本会議の会長に任命さ

れた時は、人口減少とい

う大きな課題にどう立ち

向かえばよいのだろうか

と、期待と不安が入り混

じったような気分でし

た。現在は、本戦略が無

事に策定され、ほっとし

ています。

　本会議では、住民代表

をはじめ、産業、教育、

金融、労働、報道等さまざまな分野の皆様に参画い

ただき、多方面から意見をいただきました。

　少子高齢化や若年女性の減少等の課題に対し、本

戦略では、子どもを産み育てやすい環境づくりや雇

用の創出、高齢者が健康に過ごせる仕組み作り等を

盛り込んでいます。私自身、シルバー人材センター

で高齢者への生活支援を行っていますが、支援を要

する人は、現役世代の減少に伴い、今後ますます増

えてくると感じています。

　若い人が希望を持てるようなまちづくりを行うた

めには、行政はもちろん、町民の協力も必要だと思

います。子どもや孫の将来のために、自分もできる

ことを続けていきます。

　町では、町の方向性に沿った詳細な施策を ｢ 美浜創生総合戦略 ｣ で定めています。　

　今後は、基本目標ごとに具体的な数値目標を定め、進捗状況を確認しながら、事業の推進 ･ 見直しを計画的に進

めていきます。

美浜創生総合戦略会議会長 ･ 町長インタビュー

　人口減少対策を町全体で講じたとしても、人口減少に歯止めをかけるには、長い期間

を要します。

　しかしながら、対策が講じられるのが早ければ早いほど、その後の出生数と将来人口

に与える効果は大きくなると予測されます。

　町では、本町の現状と課題をしっかりと認識し、今後 5 年間、｢ 美浜創生総合戦略 ｣

を着実に推進することにより、人口減少問題を克服するとともに、地域活力の向上によ

る魅力ある ｢ 美浜創生 ｣ を目指します。

福井県美浜町　美浜創生総合戦略

■アクセス方法
トップページ→ ｢ 町政情報 ｣ → ｢ 政策 ･ 計画 ｣

検 索

※今回策定した ｢ 美浜町人口ビジョン ｣ と ｢ 美浜創生

　総合戦略 ｣ は、町ホームページで閲覧できます。


